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【理念】
　患者さんから信頼される病院を目指します 

【基本方針】
　●常に患者さん本位の医療を心がけます
　● 研鑽に励み、安全で良質な医療を提供

します
　● 医療連携を積極的に推進し、地域医療

に貢献します
　●良き医療従事者の育成に努めます
　●臨床研究を推進します
　●健全な病院経営を行います

【看護の理念】
人間の尊厳を大切にし、専門的な知識、技術
を持ち、心のこもった看護を提供します

【患者さんの権利を守ります】
　● 誰でも良質で安全な医療を受ける権利が

あります
　● 患者さんの人格や価値観が尊重され、

医療提供者との相互協力のもとで医療を
受ける権利があります

　● 病気、治療等について、十分な説明を
受ける権利があります

　● 他の医師の意見（セカンドオピニオン）
を求める権利があります

　● 病気等について十分な説明を受けたうえ
で、自分の意志で検査や治療方法を選択
したり、他の医療機関を選択する権利が
あります

　● 医療情報に関する個人のプライバシーが
守られる権利があります

〒370-0829		群馬県高崎市高松町36
代表	(TEL)	027-322-5901
URL	https://takasaki.hosp.go.jp/

地域医療支援･連携センター（医療機関専用ダイヤル）
(TEL)	027-322-5835
(FAX)	027-322-5925

●地域医療支援病院  ●がん診療連携拠点病院

独立行政法人国立病院機構
高崎総合医療センター



地 域 連 携
症例検討会

　第51回地域連携症例検討会で座長の労をお取り
頂いた静先生、ご参加頂きました先生方に感謝を申
し上げます。
　当科は「心不全」「不整脈」「虚血性心疾患」の各
分野より症例提示しています。

　心不全からは、治療の自己中断歴があり、心不全
パスを導入して心保護薬の調整とコメディカルとの
多職種で治療介入した症例です。退院後も心不全総
合外来と共に新規に設置した心不全看護外来にて心
不全療養指導士の看護師も介入しました。心機能は
回復し、治療アドヒアランスが向上して連携医に治
療を引き継いでいます。心不全でご紹介頂く症例が
年々増えており、地域の先生方を含めたチーム医療
と考えております。

　不整脈からは、リードレスペースメーカ症例を提
示しています。鼠径より挿入して右室に本体を留置
します。従来に比し機能は限定されますが、創部感
染やリード断線がないメリットがあります。高齢者
で電池交換の不要例に適しています。不整脈に対す

るデバイス治療およびアブレーション治療を積極的
に行い、不整脈外来も開設しておりますのでいつで
もご紹介下さい。

　2024年1～11月に当院で治療した急性冠症候
群（ACS）138例の内、地域連携で70例を紹介搬
送頂きました。今回の症例は、左冠動脈主幹部の心
筋梗塞にて人工呼吸器,	ECMO,	IABPを導入した後
にPCI（ステント留置）を行い、再灌流を得て各装
置からの離脱にも成功しました。ACSは、地域連
携・救急隊との連携強化により発症から円滑な搬送
と迅速な治療が必須となります。ACSホットライ
ンの設置や救急隊との定期検討会も実施しています。
引き続き冠危険因子の早期発見・治療、二次予防の
管理にご協力の程よろしくお願いいたします。

　また、当院は群馬県心不全早期診断プロジェクト
に取り組んでいます。当院への紹介フローチャート
（図）に従って該当症例がいれば心不全総合外来に
ご紹介下さい。診断・治療を検討して逆紹介致します。

　高齢化社会となり心疾患は増加の一途をたどり、
今後も地域連携の強化が求められます。地域の先生
方におかれましては、今後も当院を有効活用頂けれ
ば幸いです。

心臓血管内科

心臓血管内科・心臓血管外科領域疾患の
診断と治療の連携 

第 

51 

回

2



流となっております。当院でも高周波を用いた血
管内焼灼治療と、シアノアクリレートを使用した
血管内接着治療を行っており、その治療法の概略
や合併症について症例提示させていただきました。
多くの症例を地域の先生方からご紹介いただき、血
管内治療を導入した2021年以降、静脈瘤手術件
数は飛躍的に増加してきております。

　血管病変の治療は手術治療で終了ではなく、そ
の後の血圧管理や、生活習慣の改善等が継続的に
必要となります。このため、地域の先生方の長期
にわたる投薬管理や生活指導が必須となりますの
で、先生方との連携を密にしながら、今後も症例
の治療にあたっていければと考えております。先
生方のご要望、ご期待にお応えできるように、こ
れからも精進してまいりますので、今後とも何卒
よろしくお願いいたします。

　今回の第51回地域連携症例検討会では、胸部・
腹部大動脈疾患に対する血管内治療、下肢閉塞性
動脈硬化症に対する内膜摘除症例、下肢静脈瘤に
対する血管内治療について症例提示させていただ
きました。

　胸部大動脈の治療については、保存的加療が治
療の主流であったB型大動脈解離に対しても、経過
観察中の形態変化や大動脈径の拡大に対して、血
管内治療を行っていることを提示させていただき
ました。

　腹部大動脈瘤に対する血管内治療については、エ
ンドリークの予防のための塞栓治療を併施するな
どして、積極的に血管内治療を導入していること
を提示させていただきました。

　下肢閉塞性動脈硬化症については、血栓内膜摘
除と、これに伴うパッチ形成術が治療の選択肢と
なることを提示させていただきました。

　下肢静脈瘤の治療は、ストリッピング治療が主
流の時代がありましたが、現在は血管内治療が主

心臓血管外科

心臓血管内科・心臓血管外科領域疾患の
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（右）
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　当科の使命は、地域の患者さんを応需するこ
と、特に悪性疾患や救急疾患への対応と考えて
います。そして、外科医師の養成、外科医療が
持続できる体制を整えることも大切な役割です。
　登録医の先生方や近隣のみなさまに支えら
れ、当院外科の手術件数は年々増加しています。
2023年度は943件で、そのうち緊急手術は
263件で、いずれも過去最多でした。特に、大
腸がんは、ここ数年県内で最多の手術数です。
　診断や治療については、消化器科と放射線科
医師、看護師らとのカンファレンスで検討し、
病気の根治性と耐術能評価を基に、患者さんに
提案しています。2023年12月には、身体への
負担が少なく、精密な操作ができるロボット支
援手術を導入しました。2024年11月までの1

年間で、大腸がん43例、胃がん20例に実施し
ています。想定を上回るペースで、腹腔鏡手術
を含めた低侵襲手術は、大腸がん・胃がんでは
75％にまで増えています。

　全国的に消化器外科医師は減少傾向にあり、
群馬県でも基幹病院への集約化が進んでいます。
外科医師は手術・入院患者への注力が求められ
ており、当院でも患者サポートセンターの開設
や、医師事務作業補助者へのタスクシフトなど、
役割と責任の分担を図ってきました。また、働
き方改革の一環として、主治医制からチーム制
への移行、時間外のオンコール対応、休日の確
保など、時代に即した環境づくりを進めていま
す。一昔前の、常に主治医が患者さんの傍にい
るイメージからは変わってきていますが、当地
で最適な外科治療を提供できるようご理解いた
だければ幸いです。
　手術後は、回復過程に合わせた食事や便通の
調整が必要ですし、長期的な後遺障害の恐れも
あり、かかりつけ医療機関に支援を依頼してい
ます。患者さんが安心して生活できるよう、登
録医の先生方との連携をさらに深めていきたい
と思っています。お気づきの点がありましたら、
お気軽にお声がけください。

メリット
ロボット支援手術の特徴

・多関節機能　　　　 針の運針、剥離、郭清など繊細な操作が可能
・手振れ防止機構
・高解像度3D画像　拡大視
・モーションスケール機能　　術者の動きを縮小し、繊細な操作が可能
・Firefly機能　　 　　　　　 ICG蛍光ナビゲーション　血流評価など

・コスト　　　　　　　　　　メンテナンス、トレーニング、専用器具など
・技術の習熟が必要　　　　　外科医と手術チームは新たなスキル習得が必要
・ロボットの故障やトラブル　機械的な故障やシステムのトラブルの可能性
・触覚の欠落

デメリット

手術の様子

外科系診療部長　坂元 一郎
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　治験にご協力いただくことは、未来の医療
に貢献する素晴らしい行動です。患者さんや
ご家族のご協力により、これからの医療がよ
り良いものとなり、多くの人々が恩恵を受け
ることができます。
　治験についてご興味がある方やご質問があ
る方は、どうぞお気軽に治験管理室までお問
い合わせください。私たちは、患者さんが安
心して治験に参加できるようサポートいたし
ます。

　高崎総合医療センター治験管理室は、患者
さんにとってより安全で効果的なお薬や治療
法を開発するための役割を担っています。私
たちは、医薬品や医療機器が厚生労働省によっ
て承認される前に、その有効性や安全性を確
認する「治験」と呼ばれる過程をサポートして
います。
　治験は、未来の患者さんに役立つ新しい治
療法を生み出すための重要なステップです。
治験管理室では、患者さんが治験に参加する
際に安心して取り組んでいただけるよう、以
下のような対応をしています。

1  わかりやすい情報提供
　	　治験に参加する前に、治験の目的や内容、
考えられるリスクや利益について詳しく説
明します。患者さんやそのご家族が納得で
きるまで丁寧にお答えします。

2  安心できるサポート体制
　	　治験期間中は、治験担当の医師や看護師
がしっかりと健康状態を確認します。また、
体調の変化や心配事があれば、いつでもご
相談いただけます。

3  患者さんの権利の尊重
　	　治験はあくまで患者さんの自由意思によ
る参加です。途中で参加を辞退することも
可能ですし、その際に不利益を被ることは
ありません。

　私たち治験管理室は、患者さん一人ひとり
が安心して治験に参加できるよう、細心の注
意を払いながら取り組んでいます。

治験管理室　増井 和美

当院で実施中の治験
　急性冠症候群、動脈硬化性心血管疾患等
の循環器疾患、乳がん、肝がんなどの悪性
腫瘍、脂肪肝などの消化器疾患、皮膚疾患、
閉経に伴うホットフラッシュ、慢性閉塞性
肺疾患、筋萎縮性側索硬化症	（ALS）	または
パーキンソン病に伴う流涎症を対象とした
治験　など
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紹介元医療機関 紹介患者さん

紹介患者さんからの電話予約受付 手順

下記❶・❷を持参ください
受診日

❶患者電話予約専用申込書
❷診療情報提供書（紹介状・検査結果含む）

07

❶患者電話予約専用申込書に
　予約日時を記載ください

受診日時決定
06

※電話の際は❶患者電話予約専用申込書を手元に
高崎総合医療センター 地域医療支援・連携センター

  027-322-5835 平日11:00～16:00（土日祝除）

紹介元医療機関の受診から４日以内（土日祝除）

に当院の連携センターに患者さん（家族）から
電話ください

 ＦＡＸください（①・②）

高崎総合医療センター
地域医療支援・連携センター

027-322-5925
❶患者電話予約専用申込書
❷診療情報提供書（紹介状
　・検査結果含む）

04

通常の
ＦＡＸ予約

03
患者電話予約専用申込書
の上半分に記載ください

患者電話予約が
可能な診療科

※患者電話予約専用申込書用紙に
記載のある診療科

❶患者電話予約専用申込書
❷診療情報提供書（紹介状・検査結果含む）

紹介元医療機関から受け取ってください

02

紹介決定
01

YESYES

NONO

05

患者さんに❶・❷を渡し
4日以内（土日祝除）に患者
さん（家族）から連携セン
ターに電話するよう説明
ください

＊医師の指定はできません。
＊電話対応が困難な方は対象外として通常のFAX予約でお願いします。
＊紹介元医療機関様からFAX後に患者さんから連絡がない場合は医療機関様へお問い合わせいただく場合があります。
　当院への受診を促していただく場合もございますのでご了承ください。

注意事項

　今回は患者さんからの予約について紹介させていただきます。昨年より紹介元医療機関様から
当院に紹介いただく際、一部の診療科では紹介患者さんから直接当院に電話して予約いただける
ようになりました。もちろんこれまで通り医療機関様から予約いただくこともできますが、患者
さんを貴院でお待たせすることもなくなりますので是非ご活用いただけると幸いです。まだご存
じでない方は地域連携室にお問い合わせください。
　今後ともよろしくお願いいたします。

患者サポートセンター  地域医療支援連携室長　玉木 利彦
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当センターで保有しています医療機器を、

地域の医療機関の先生方にもご利用いただけます。

患者さんの診療および治療にお役立てください。

MRI 検査にて肝線維化診断が行えるようになりました　MR エラストグラフィ

◦	慢性の肝疾患は、肝臓組織で線維化が起きることで肝臓が徐々に硬くなり、慢性肝炎から肝
硬変、さらには肝臓がんや肝不全になる可能性があります。肝臓の硬さを調べるには肝生検が
主に採用されますが、侵襲的で入院の必要があり、繰り返し検査を行うには患者負担が大き
いといえます。そこで画像診断的に開発されたのがMRエラストグラフィです。

◦	MR エラストグラフィはお腹の上に振動を発生させるパッドをのせて肝臓を揺らし、その振動
の状態から肝臓の硬さを定量評価することができるため造影
剤は使用しません。パッドから振動を与えながら15 秒程度の
息止めをして検査を行うため非侵襲的であり、痛みや入院は
ありません。肝生検では肝臓の一部の硬さしか評価できませ
んが、MRエラストグラフィは肝臓の硬さを広範囲に調べるこ
とができ、肝生検による肝線維化スコアとMRエラストグラ
フィで同等の診断能を示します。肝硬変や肝がんへ進行する
可能性がある、これまでの非アルコール性脂肪肝炎 (NASH)
や、新しい名称のMASLD／MASHなどの脂肪性肝疾患が
疑われる診断の一助になるとされています。

肝臓エラストグラフィとは

肝臓エラストグラフィ検査の画像例

　	MRエラストグラフィの画像を解析することで、肝臓の硬さがカラーマップで表示されます。
　青いところの肝臓は柔らかく、硬くなるにつれて赤く表示されます。
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臨床検査科だより

　今回は同定検査についてです。

　同定検査とは提出された喀痰や尿、便などの検体を培養して発育したコロニーから原因と

考えられる細菌や真菌の名前を決定する検査です。

　菌はその種類によって性状が異なるため様々な検査を通してどの菌種と一致するか調べて

いきます。一例として、腸内細菌と推定されるコロニーに対しては確認培地と呼ばれる試験

管培地で再度培養をし、培地の変化により生化学的性状を調べ、菌の種類を特定することが

できます。

　また、現在当院ではBD	フェニックス™	M50	全自動同定感受性検査システムを導入して

います。培養されたコロニーから菌液を作成し、専用のパネルに入れ機械にかけて同定から

次回紹介する薬剤感受性試験までを自動で検査することができます。

BDフェニックスフェニックス™  M50 
全自動同定感受性検査システム 全自動同定感受性検査システム 
 
　同定検査から薬剤感受性試験まで自動

で結果を調べることができます。

 確認培地  確認培地 
 
　左が培養前の確認培地で右が培養後の

確認培地です。培地の変化により生化学

的性状を調べ、菌を特定します。

同定検査とは

第84回
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　2023年4月から高崎総合医療センター歯科口腔外科で勤務
しております田中斉と申します。東京歯科大学を卒業後、大学
病院で初期研修を修了した後に口腔顎顔面外科学講座に入局
し、大学での４年間の勤務を経て当院への赴任となりました。
　歯科口腔外科では主に開業歯科医院では対応が困難な抜歯
や顎の炎症、腫瘍、外傷、顎変形症などの口腔外科的疾患や
基礎疾患を有する患者さんの治療に対応しております。さらに
他科入院患者さんの嚥下機能評価や口腔管理、特に周術期口
腔ケアも行なっています。
　歯科治療といえば開業歯科医院で受けるものというイメージ
の方が多いため、当センターのような総合病院を紹介された患
者さんやご家族の方は不安を抱えている方が多い印象です。丁
寧な説明や治療を心掛けて少しでも不安が解消できればと思っ
ています。気になることがございましたら何でもご相談下さい。
　地域の先生方におかれましては、いつもご紹介いただきあり
がとうございます。これからも歯科口腔外科診療を通じて地域
医療に貢献していきたいと考えております。至らぬ点も多々あ
ると思いますが、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。

田田
たなかたなか

中中  斉斉
せいせい

当センターの医師を紹介します。

安心して医療が受けられるよう

スタッフ全員で努めます
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地域医療連携登録医の皆さまとパートナーシップを組んで診療に取り組んでいます。

診療科・病院案内

院長あいさつ

　私たちが目指すのは、「地域の皆さまに信頼されるかかりつけ
医」です。そのために患者さん1人ひとりの健康上の悩みや不安
に真摯に向き合い、納得いただいたうえで治療を受けていただ
けるよう、わかりやすい、丁寧な説明を心がけております。
　どうぞお気軽にご相談、ご来院ください。

診療時間 月 火 水 木 金 土 日･祝
午前(9:00～12:00) ● ● ● ● ●
午後(15:00～17:00) ● ● ● ● ●
※受付は診療終了15分前にお願い致します。
群馬県高崎市中泉町610-2
TEL：027-372-1231

外科・内科・胃腸科・整形外科・肛門科

　医療法人県央会　県央医科歯科クリニックは、地域に密着した「かかりつけ医」として、皆さまの健康をお守りするべく全力
を尽くしてまいりますので、どうぞ宜しくお願いいたします。
※在宅医療・CT・上部消化管内視鏡検査可

県央医科歯科クリニック
院長

井上 一英

県央医科歯科クリニック（医科）

院長あいさつ

診療科・病院案内

　当院は、最新の医療技術と患者様に寄り添う姿勢で、安心と信頼の医療を提供しています。PET-CTを備えており、年間1,200
件を超える全国屈指の実績。さらに、内視鏡検査では年間1万件超、大腸ESDでは北関東でトップクラスの実績を誇ります。救急
指定病院として救急車受入率70％超を維持し、地域の緊急医療を支えるとともに高齢化社会におけるニーズに応えるため、訪問看
護・訪問診療・リハビリテーションの充実にも力を入れ、患者様が住み慣れた地域で安心して暮らせる医療環境を提供しています。

真木病院の理念は、
『みんな仲良く　医療で奉仕　誰にも親切　笑顔で対応』です。
　どのような時でも頼りにしていただける身近な病院であり続けるよ
う、当院理念を胸にスタッフ全員が一丸となり、地域医療の発展、地
域の健康を未来につなぐために邁進して参る所存でございます。今後
とも皆様方の変わらぬご支援とご協力を心よりお願い申し上げます。

診療時間 月 火 水 木 金 土 日･祝
午前(9:00～12:00) ● ● ● ● ● ●
午後(14:00～17:00) ● ● ● ● ●
群馬県高崎市筑縄町71-1　TEL：027-361-8411
https://www.makikai.jp/

外科・内科・消化器科・整形外科・内視鏡内科
泌尿器科・循環器科・放射線診断科

真木病院
院長

真木 武志

真木病院医療法人
真 木 会

HPはこちらから
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地域医療連携登録医の皆さまとパートナーシップを組んで診療に取り組んでいます。

診療科・病院案内

院長あいさつ

　どんな悩みごとにも対応して心身の平安と疾病からの早期
回復を心がけています。

　内視鏡（胃カメラ・大腸ファイバー）を中心とした消化器疾患を始めとして、外科、内科一般の診療と在宅で療養をうけたい
方の相談を受けております。

診療時間 月 火 水 木 金 土 日･祝
午前(8:30～12:00) ● ● ● ● ● ●
午後(15:00～17:30) ● ● ● ●

消化器科・外科・内科・肛門科

群馬県藤岡市小林748-8
TEL：0274-22-8315

秋山医院
院長

秋山 典夫

秋山医院

診療科・病院案内

院長あいさつ

小児科
診療時間 月 火 水 木 金 土 日･祝
午前(9:00～12:00) ● ● ● ● ●
午後(15:00～18:00) ● ● ● ● ◆
※火曜日/金曜日午後14：00～15：00予防接種・乳幼児健診 （予約制） 
◆土曜日の午後は14:00 ～16:00 / 第 5週の土曜日は休診
群馬県高崎市下之城町961
TEL：027-387-0733

　産科退院直後の新生児より、思春期のお子様まで、小児の疾患全般、母乳・育児相談、発育・発達相談、学校検尿の二次検診など、
幅広く診療いたします。保育士も常時おりますので、ゆっくりとお話できます。

　『ママの笑顔はみんなの笑顔！！』を合言葉に職員一同温かい 
雰囲気づくりに努めています。地域の皆様の身近なかかりつけ
医院として、お気軽にお立ち寄り下さい。

小児科メイメイくりにっく
院長

坂元 壽惠

小児科メイメイくりにっく
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当センターではセカンドオピニオン外来を実施しております。
概要につきましては以下のとおりです。

  【 受 付 時 間 】	 月曜～金曜	８時30分～17時の間
※精神科の受付時間は	月曜～金曜	８時30分～12時迄 となります

※事前にご予約電話を受け付け、担当専門医と日程調整を行った後に折り返し	
当センターより連絡させて頂きます

完全予約制   代表電話：027-322-5901

セカンドオピニオン外来時間 （診療科によって曜日は異なります）

30分以内	 5,500円(消費税込み)

30分以上	 11,000円(消費税込み)

※代表にお電話を頂き、『セカンドオピニオン係』とお申し付け下さい

月曜～金曜　13時30分から15時30分の間で調整

予約方法

外来時間

費　　用

01 対象患者さん
◦現在当センター以外の医療機関で診療を受けている患者さん､ ご家族

◦現在の主治医（他医療機関）の診断及び治療方針について、当センター医師に参考意見を求め、患
者さんご本人が自らの疾患をより理解し適切な診療を選択する等の為に、セカンドオピニオン外来
の活用を望む方

◦主治医（他医療機関）からセカンドオピニオンを目的とした紹介状及びフィルム等の検査資料を当
院に提供可能な患者さん、ご家族であることを要します（主治医にセカンドオピニオンを受けるた
めの紹介状等をお願いすれば対応してもらえます）

◦相談者がご家族の場合は、原則として患者さんの同意を得た場合といたします

02 実施診療科 【各科の専門医が対応いたします】

内科、精神科、呼吸器内科、消化器内科、心臓血管内科、
小児科、外科、乳腺・内分泌外科、心臓血管外科、
脳神経外科、呼吸器外科、産婦人科、泌尿器科、
眼科、放射線診断科、放射線治療科、歯科口腔外科
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セカンドオピニオンとは現在の自分の病状や治療方針に
ついて他の医師の意見を求めることをいいます。

医療が進歩してさまざまな治療法が生まれています。
その結果、医師によって病気に対する考え方が違うことや、病院によって医療技術や診療の質に差
があることも考えられます。治療法について具体的な比較ができ、より適した治療法を患者さん自
身が選択することができます。
当センターでは､ よりよい治療法を患者さん自身が選択できるように、セカンドオピニオンを積極
的にお勧めしております。

セカンドオピニオンとは

セカンドオピニオン 外来担当表
科　　名 医師名 専　　　　　　門 曜　　日

内 科 佐藤　正通 内科全般、血液内科 火
呼 吸 器 内 科 中川　純一 呼吸器全般 火、金
消 化 器 内 科 長沼　　篤 消化器病一般、肝臓病 随時

増田　智之 食道、胃、大腸
心臓血管内科 広井　知歳 狭心症・心筋梗塞の治療（カテーテル治療） 金

太田　昌樹 不整脈一般 水
福田　延昭 心不全、弁膜症 木

小 児 科 五十嵐 恒雄 小児科全般・未熟児・新生児 水
外 科 坂元　一郎 消化器外科全般 水

家田　敬輔 上部消化管 水
平井 圭太郎 肝臓、胆のう、膵臓 水
宮前　洋平 下部消化管 水

乳腺･内分泌外科 鯉淵　幸生 乳がん全般・甲状腺外科 随時
髙他　大輔 乳がん全般・甲状腺外科 随時

心臓血管外科 小谷野 哲也 心臓血管の外科治療 火、木、金
呼 吸 器 外 科 伊部　崇史 肺がん、縦郭腫瘍、呼吸器外科全般 木

高坂　貴行 肺がん、縦郭腫瘍、呼吸器外科全般 火
脳 神 経 外 科 田中　志岳 脳腫瘍 月

笹口　修男 水頭症、脳外科一般 木
佐藤　晃之 血管障害 金

産 婦 人 科 伊藤　郁朗 婦人科腫瘍 月、火、金
泌 尿 器 科 柴田　康博 泌尿器科全般 火
眼 科 土屋　　明 眼科全般（眼腫瘍を除く） 水、木
放射線診断科 根岸　　幾 画像診断ＣＴ･ＭＲ中心 木

佐藤　洋一 画像診断ＣＴ･ＭＲ中心 火
放射線治療科 永島　　潤 悪性疾患の放射線治療
歯科口腔外科 稲川　元明 口腔顔面痛 火、水、木、金

柴野　正康 口腔外科全般、顎変形症、インプラント 月、火、木、金

令和 6 年3月22日現在

13



※2024年10月１日より「神経内科」は「脳神経内科」に名称が変更となりました。

月 火 水 木 金

総合診療科・内科
佐　藤　正　通 佐　藤　正　通

予約のみ
佐　藤　正　通

午後 佐　藤　正　通 佐　藤　正　通
植　原　大　介

午後・予約のみ
（田　村　耕　成）

予約のみ
（合　田　　　史）

午後・予約専門外来

栄養食事指導外来 佐　藤　正　通
午後

腎臓・膠原病リウマチ内科
＜交　代　制＞

午前：新患
荒　木　祐　樹

午前：新患
渡　辺　光　治

午前：新患
荒　木　祐　樹

午前
中里見　征　央

午前：新患
中里見　征　央

午後
渡　辺　光　治

午後

血 液 内 科 （三　井　健　揮）
午後

内 分 泌 代 謝 内 科
渋　沢　信　行 岡　田　研　也

午前 植　原　良　太 渋　沢　信　行
午後 渋　沢　信　行

（植　原　正　也） 岡　田　研　也
午前 植　原　良　太

脳 神 経 内 科
清　水　千　聖

午前 平　柳　公　利 唐　澤　将　紀 柴　田　　　真 今　泉　　　純
（池　田　雅　美） 清　水　千　聖

午後

呼 吸 器 内 科
中　川　純　一 細　野　達　也 小　林　　　頂 中　川　純　一 細　野　達　也
井　上　　　俊

午前 竹　村　仁　男 田　口　浩　平 竹　村　仁　男 小　林　夏　緒

消 化 器 内 科

長　沼　　　篤
午前

星　野　　　崇
午前

柿　﨑　　　暁
午前

長　沼　　　篤
午前

星　野　　　崇
午前

安　岡　秀　敏
午前

鈴　木　悠　平
午前

安　岡　秀　敏
午前

増　田　智　之
午前

佐　野　希　望
午前

上　原　早　苗
午前

佐　野　希　望
午前

増　田　智　之
午前

鈴　木　悠　平
午前

書　上　　　愛
午前

成　清　弘　明
午前

成　清　弘　明
午前

井　戸　健　太
午前

小　林　倫太郎
午前

小　林　倫太郎
（紹介のみ）

石　原　　　弘
午後

石　原　　　弘
午後

（井　戸　健　太）
午後

（小　林　倫太郎）
午後

上 部 内 視 鏡 検 査 星野 / 増田 / 書上 安岡 / 増田 / 小林 上原 / 佐野 / 成清 上原 / 佐野 / 成清 長沼 / 鈴木 / 井戸

心 臓 血 管 内 科
（午前）

太　田　昌　樹 高　橋　伸　弥 広　井　知　歳 福　田　延　昭 小　林　紘　生
村　田　智　行 大　駒　直　也 羽　鳥　直　樹 柴　田　　　悟

新  患  外  来�（午前） 高　橋　伸　弥 柴　田　　　悟 村　田　智　行 羽　鳥　直　樹 大　駒　直　也
不 整 脈 外 来�（午後） 太　田　昌　樹 太　田　昌　樹 小　林　紘　生
心不全総合外来�（午後） 高　橋　伸　弥
ペースメーカー外来�（午後） 太　田　昌　樹

第2, 4週

精 神 科
山　﨑　雄　高

午前
山　﨑　雄　高

午前
山　﨑　雄　高

午前
山　﨑　雄　高

午前
山　﨑　雄　高

午前
(井　田　逸　朗)

午前

小 児 科

五十嵐　恒　雄
午前

五十嵐　恒　雄
午後

五十嵐　恒　雄
午前

小笠原　　　聡
午後

五十嵐　恒　雄
午後

内　田　　　亨 倉　田　加奈子
午前

倉　田　加奈子
午後

倉　田　加奈子
午前

小笠原　　　聡
午前

小　川　百　花
午後

斎　藤　淑　人
午後は第1, 2, 3, 5週のみ

佐　藤　幸一郎
午後 植　原　実　紅 佐　藤　幸一郎

加　藤　裕　之
第2, 4週午後

（神　尾　綾　乃）
第4週午後

（滝　沢　琢　己）
第2, 4週午後

（西　澤　拓　哉）
午後

坂　本　康　大
第3週は午前のみ

（荒　川　篤　康）
午前

＜乳　児　健　診＞
午前

（岩　脇　史　郎）
午前

（浅　見　雄　司）
第3週午後のみ

小 児 外 科 （西　明・高澤慎也）
第1, 3週午後

（西　明・高澤慎也）
第4週午後

外 科
（消化器）

坂　元　一　郎
午前：通常 / 午後：肝胆膵専門外来

小　川　哲　史
午前

家　田　敬　輔
午前：通常 / 午後：上部消化管専門外来

平　井　圭太郎
午前：通常 / 午後：肝胆膵専門外来

宮　前　洋　平
午前：通常 / 午後：下部消化管専門外来

斉　藤　秀　幸
午前：通常 / 午後：食道専門外来 真　木　茂　雄 生　方　泰　成

午前：通常 / 午後：上部消化管専門外来 栗　山　　　令
栄養サポート外来 小　川　哲　史

午前

禁 煙 外 来 小　川　哲　史
午後

ス ト ー マ 外 来 第2, 4週午後・予約 予約
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土、日、祝日、年末年始
◦学会等により、休診または医師が交替する場合があります。院内掲示もしくはホームページをご覧ください。

 （予約の場合は最終予約時間まで）
※再来受付機は8:00から受付しています8：30～11：00まで

◦紹介状をお持ちの方、紹介事前予約の方は、1番：紹介状をお持ちの方・地域医療連携窓口で受け付けております。
◦当センター受診にはかかりつけ医の先生からの紹介状をご持参ください。紹介状をお持ちでない方は、診察を
お受けできない場合や、長時間お待ちいただく場合がございます。

◦精神科の初診の患者さんは完全予約制となります。精神科外来までご連絡をしていただき、来院日のご予約を
お願いいたします。

◦受診時にはお薬手帳、薬剤情報提供書または飲んでいるお薬をご持参ください。

外来診療受付時間01

休診日02

当センターは、地域医療支援病院として運営しております。
かかりつけ医の先生からの紹介状をご持参願います。



地域医療支援・
連携センターから
地域の先生へお願い

当センターへの紹介の際は、
地域医療支援・連携センターを通した
事前予約にご協力下さい。

（ 　 ）の医師は非常勤です。

※2024年10月１日より「耳鼻いんこう科」は「耳鼻咽喉科頭頸部外科」に名称が変更となりました。

令和 6 年11月11日現在

月 火 水 木 金

泌 尿 器 科
井　上　雅　晴 柴　田　康　博 交　代　制 柴　田　康　博

午前：通常 / 午後：不妊外来 交　代　制
栗　原　聰　太

午前 栗　原　聰　太 井　上　雅　晴
午前

疼 痛 緩 和 内 科 田　中　俊　行 田　中　俊　行 田　中　俊　行 田　中　俊　行 田　中　俊　行
看 護 外 来 午前・午後 午前・午後 午前・午後 午前・午後 午前・午後

乳腺・内分泌外科

鯉　淵　幸　生
午前 鯉　淵　幸　生 鯉　淵　幸　生 （荻　野　美　里）

第2, 4週午後・予約
髙　他　大　輔

午前
成　澤　瑛理子

午前
髙　他　大　輔

午前 髙　他　大　輔 （青　木　麻　由）
第1, 3, 5週午後・予約

成　澤　瑛理子
第2, 4午前

本　田　周　子
午前 成　澤　瑛理子 本　田　周　子 交　代　制

午前・予約
本　田　周　子

第1, 3, 5週午前
＜手術日＞ 本　田　周　子 ＜手術日＞ ＜手術日＞

心 臓 血 管 外 科 ＜手術日＞
交　代　制

午後 ＜手術日＞
小谷野　哲　也

午前
茂　原　　　淳

午前
羽　鳥　恭　平

午後

呼 吸 器 外 科 ＜手術日＞

伊　部　崇　史
第1, 3週午前／第5週午前・午後

＜手術日＞

伊　部　崇　史
午前

＜手術日＞高　坂　貴　行
第2, 4週 高　坂　貴　行

牛久保　陸　生 牛久保　陸　生
午後

整 形 外 科

荒　　　　　毅 大　澤　敏　久 荒　　　　　毅 新　井　　　厚
午後 大　澤　敏　久

信　太　晃　祐 大　島　淳　文 信　太　晃　祐 茂　木　智　彦 一ノ瀬　　　剛
茂　木　智　彦 保　科　大　地 一ノ瀬　　　剛 ＜手術日＞ 大　島　淳　文

保　科　大　地
骨 粗 鬆 症 外 来 新　井　　　厚

午後

形 成 外 科
交　代　制 中　村　英　玄 中　村　英　玄

第1, 5週午前 / 第2, 3, 4週午後 ＜手術日＞ 中　村　英　玄
午前

＜手術日＞ 山　田　有　実
午後

山　田　有　実
第2, 3, 4週午前 / 第1, 5週午後

山　田　有　実
午前

＜手術日＞
午後

脳 神 経 外 科 田　中　志　岳 齋　藤　貴　寛 ＜手術日＞ 笹　口　修　男 佐　藤　晃　之

皮 膚 科
交　代　制

午前
岡　田　悦　子

午前
岡　田　悦　子

午前
伊　藤　加　奈

午前
岡　田　悦　子

午前
伊　藤　加　奈

午前
太　田　円　莉

午前
（井　上　千　鶴）

午前
太　田　円　莉

午前

産 婦 人 科
伊　藤　郁　朗 青　木　　　宏 ＜産後健診＞ 小　田　洋　樹

午前 伊　藤　郁　朗
黒　住　未　央 黒　住　未　央 （井　上　直　紀）

午前
（金　井　眞　理）

午前 青　木　　　宏
東　　　杏　莉 宇津木　秀　勅 東　　　杏　莉

遺 伝 性 腫 瘍 外 来 伊　藤　郁　朗
眼 科 土　屋　　　明

紹介･予約 土　屋　　　明 土　屋　　　明 土　屋　　　明 土　屋　　　明
眼 形 成 眼 窩 外 科 笠　井　健一郎

＜手術日＞
笠　井　健一郎

＜手術日＞ 笠　井　健一郎 笠　井　健一郎
＜手術日＞ 笠　井　健一郎

耳鼻咽喉科頭頸部外科
高　橋　克　昌 岡　宮　智　史

＜手術日＞
高　橋　克　昌 高　橋　克　昌

岡　宮　智　史 岡　宮　智　史
午前

放 射 線 治 療 科
永　島　　　潤 永　島　　　潤 永　島　　　潤 永　島　　　潤 永　島　　　潤
弓　崎　　　晃 弓　崎　　　晃 弓　崎　　　晃 弓　崎　　　晃 弓　崎　　　晃

（堀　込　瑛　介）
午前

（富　澤　建　斗）
午前

歯 科 口 腔 外 科 柴　野　正　康 ＜手術日＞ 柴　野　正　康 柴　野　正　康 ＜手術日＞田　中　　　斉 田　中　　　斉 田　中　　　斉

新 患 外 来
田　中　　　斉 柴　野　正　康 柴　野　正　康

午後
田　中　　　斉

午前

歯 科 （歯科麻酔）
摂食嚥下・口腔ケア外来

稲　川　元　明
第1, 3, 5週のみ 稲　川　元　明 稲　川　元　明 稲　川　元　明 稲　川　元　明

（倉　持　真理子） （倉　持　真理子） （倉　持　真理子） （倉　持　真理子）
(荒井亮・辻野啓一郎）

第2, 4週のみ
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04 連絡先

03 予約について

高崎総合医療センター内  地域医療支援・連携センター

当院は「医療機関からの紹介患者事前予約制」を
とらせていただいております。

医療機関様にはお手数をおかけしますが、予約の際には「事前予約申込書」に必要事項を記載し、地域医療
支援・連携センターへFAXにてご依頼ください。折り返しお電話で予約日時の連絡をさせていただきます。
※分娩希望についてはこの限りではありません。
※心臓血管内科は平日8：30～11：00までに紹介状を持参のうえ来院していただきますと当日受診が可能です。
※消化器内科で早めの対応が必要な患者さんは平日11：00～15：00までに紹介状を持参のうえ来院していただければ対応
させていただきます。（予定での紹介が可能な患者さんは地域医療支援・連携センターを通しての予約をお願いします。）

医療機関専用ダイヤル：027-322-5835  《平日 8：30～18：30／土曜日 8：30～17：15》
FAX：027-322-5925  《FAXは24時間受け付けています。お返事は翌営業日になります》



独立行政法人国立病院機構

高崎総合医療センター
ホームページより本冊子のバックナンバーをご覧頂けます

https://takasaki.hosp.go.jp/kouhoubackno.html 検 索

登録医の先生方からのご寄稿・ご意見をお待ちしております。
地域医療支援・連携センターまでご連絡をお願い致します。

電話 027-322-5835（医療機関専用ダイヤル）
InstagramFacebook

Information

平日7時30分～17時15分は正面玄関をご利用ください。
平日17時15分～翌朝7時30分、土日祝日は夜間・休日
通用口をご利用ください。

高崎総合医療センター案内図

院長　小川 哲史vol.44

完全なる日常（！？）

　今年の年末年始は 9 連休と十分に時間があったので、自宅でゴロゴロしながらアマゾンのプライムビデオで高倉健や
吉永小百合などの日本映画をたくさん観ました。その中で特に印象に残ったのは、日本アカデミー賞最優秀主演女優賞
を初受賞した	『天国の駅	HEAVEN	STATION』	での吉永小百合。その演技は素晴らしく、またこの世のものとは思えな
いほどの美しさ、崇高さ、それに加えた妖艶さには本当に感動しました。吉永小百合はまさに別格、特に30 代の頃は息
をのむほど美しいですね。
　作品として最も心に残ったのは	「PERFECT	DAYS」	です。この映画は役所広司演じる公衆トイレの清掃作業員の日常
を描いた作品で、カンヌ映画祭のコンペティション部門に出品され、役所広司が日本人俳優として	『誰も知らない』	の柳楽
優弥以来19年ぶり2人目となる主演男優賞を取った作品です。ネタばれになりますがあらすじと内容を紹介します。もっ
ともこの映画はネタばれしてもあまり関係ないと思いますが。
　古いアパートに一人で暮らす、初老の無口なトイレ清掃員の平山	（役所）	は、早朝の薄暗いうちに目をさまし、布団を畳
み、歯を磨き、髭を剃り、ミニ盆栽とも言えないほどの小さな鉢植えの植物に水をやる。家から出ると自販機で缶コーヒー
を買い、業務用の軽ワゴン車に乗り込む。車内ではカセットテープで古い洋楽を聞きながら、公衆トイレを転々と巡り隅々
まで磨き上げていきます。神社の境内でパンと牛乳の昼食をとり、そこで見上げた木々の木漏れ日の写真をフィルムカメ
ラに収め、気に入った木の芽があれば丁寧に掘り返して持ち帰り育てる。仕事は明るいうちに終わらせ、ゆったりと銭湯
に入った後は、場末の大衆食堂で軽く晩酌し、帰宅後は布団の中で文庫本を読みながら眠りに着き一日が終わる。画面
には平山の夢の中と思われる、水や木々の光と影のイメージ画像が白黒で流れます。
　休日には部屋の掃除とコインランドリーでの洗濯、カメラ屋でフィルムの現像を受け取り、古本屋で文庫本を物色し、
小さなスナックで客のギターに合わせたママの歌に耳を傾ける。こんな日常の繰り返しで、まさに禅語にいう日日是好日
にふさわしい。ちなみに、この日平山が買った本は、幸田	文の随筆	「木」	でした。
　繰り返す規則的な日々の中で、平山は職業人として誇りと責任感をもって仕事に従事しながら、いくつかの小さな楽し
みの趣味に満足しています。映画中、人物の会話を含めて言葉自体が少なく、変わらぬ日常が坦々と描かれ、平山のドラ
マチックであったろう過去の描写も説明もありません。他人から見たらなんて退屈な日々と言われそうな生活の充実感を、
役所広司が見事に演じていて、見ている人を飽きさせません。またトイレが不浄な汚い場所としてではなく、モダンで清
潔な空間として描かれていることで、映画全体を通じてすがすがしさを感じます。
　ただ映画の最終盤に平山の動揺ともいえる心の動きが描かれます。がんを患っている同年配の男	（三浦友和）	と出会い、
2人の会話の中の疑問	「影は重なると濃くなるのか、変わらないのか」、その場で実際に2人は自身の影を重ね合わせます。
男は	「何も変わらないかな」、それに対し平山	「なんにも変わらないなんてそんな馬鹿な話、ないですよ」	と異様な勢いで
力説します。そして翌日、いつもどおり仕事に向かう車の中で、自身の人生を思い様々な感情が込み上げてきたのでしょう、
涙と笑いが交錯する平山のアップの顔が流れます。そのときテープから流れている曲の歌詞は、It’s	a	new	dawn.	 It’s	
a	new	day.	It’s	a	new	life	for	me.	I’m	feeling	good.
　大げさな表現はなく、大上段に振りかぶることもなく、また説教臭くもなく、生きることの喜びや生きがい、働くこと
の意味や人生の意義について考えさせられる映画でした。日本通のドイツ人監督と日本の名優が出会ったことで初めてで
きた傑作だと思います。今年は正月早々、とてもいい映画を観ました。いつにも増して	「幸せになりたいなあ」	と思った穏
やかな今年の正月でした。	 （1月21日）

第147回キャンサーボード
日　時：2025年2月27日㈭
　　　  18：00～
診療科：呼吸器内科
会　場： 高崎総合医療センター 

講堂
対　象：医療従事者
※申し込み不要

第53回地域連携症例検討会
耳鼻咽喉科頭頸部外科・歯科口腔外科
領域疾患の診断と治療の連携
日時：2025年2月18日㈫
　　  18：45～20：00
演者：高崎総合医療センター 
　　　　耳鼻咽喉科頭頸部外科部長　高橋 克昌
　　　　歯科口腔外科部長　　 　稲川 元明
対象：医療従事者
高崎総合医療センターよりWEB配信
※申し込み必要
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